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研究成果の概要（和文）：日本マグレブ文学研究会を母体に、20世紀中葉以降大きく発展したアルジェリア文学
を中核とする「マグレブ文学」の共同研究を進め、その歴史的展開を具体的作品（及びその受容）に即して分析
するとともに、東方アラブ地域（マシュレク）を含む広域フランス語圏文学・当該地域内外のアラビア語文学・
先住民ベルベルの文化などが交錯するハイブリッドなコーパスとして位置付けた。また、国際シンポジウムを継
続的に開催し、海外の関連研究者との研究協力体制を強化した。

研究成果の概要（英文）：Based in the "Japanese Association of Maghrebi Literature", we have 
conducted a joint study of the North African Literature (especially in Algeria), which had developed
 significantly since the middle of the 20th century. We have analyzed its historical development in 
light of the concrete works (and their reception) as a hybrid corpus at the crossroad of the 
world-wide Francophone literatures, including the Eastern Arab region (Mashrek), the Arabic 
Literature from inside and outside of the Maghrebi region, and the vernacular culture of Berber 
people. In addition, international symposiums were held on an ongoing basis to strengthen research 
cooperation with overseas researchers.

研究分野：アラブ＝ベルベル文学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
フランス植民地時代の末から大きく発展したマグレブ文学は、かつての植民地文学でもあり、カナダやカリブ
海、西アフリカなどに広がる現代フランス語圏文学の重要な一部でもあり、多言語地域（ベルベル諸語・口語
/文語アラビア語・フランス語）における他者の言語（フランス語）による文学実践でもあり、その研究は人間
のアイデンティティが言語や民族、宗教あるいは政治といかなる関係を切り結んでいるのかを探求するという意
義を有する。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  
 アルジェリアを中心としたフランス語圏北アフリカの現代文学を対象とする本研究は、その
母体となった「日本マグレブ文学研究会」がアルジェリア独立 50周年に当たる 2012年に結成
されており、以後、定期研究会を開催し、従来個々に研究を蓄積してきた国内の関連研究者の
交流を進めるとともに、海外の研究者の受け入れを共同で担うことを企図していた。2014年度
から活用された本科研費は、この活動を大きく推進させるための資金的バックボーンとなり、
国外からは入手の難しい資料の現地収集や海外研究者との交流を組織的に進め、国際的な研究
ネットワークを構築することを目標とした。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、広域フランス語圏文学において極めて重要な分野である「マグレブ文学」を対象
とし、その中核をなしているアルジェリア仏語文学の歴史的展開を明らかにしていくことを目
的とした。その際、先住民のベルベル文化との関わり、内外のアラビア語文学および東アラブ
地域（マシュレク）の文学との比較を通して、フランス語圏文学・アラブ文学・ベルベル文化
の交差するコーパスとしての「アラブ＝ベルベル文学」を論じることとし、さらに、ベルベル
語のように制度化が遅れつつも活発な文化の担い手である言語の観点を重視し、地域を超えた
比較の可能性を探求することとした（特に奄美・台湾・チベットなどを想定）。 
 
 
３．研究の方法 
 
 文学研究の王道は個々のテクストの丹念な読み込みにあるため、基本的には個人によるテク
スト分析と論文の執筆を行なったが、研究メンバーの間で綿密な連絡を取りつつ、定例研究会
を開催するなど研究情報の共有を図った。また、アルジェリア・モロッコ・フランス・レバノ
ン・カナダなどで出版された資料を収集し、海外研究者と意見交換を行うため、現地調査を行
うとともに国際学会・シンポジウムに積極的に参加した。海外研究者を招聘し、国際共同研究
会・シンポジウムも複数回開催し、継続的に互いの研究成果を共有できるネットワークの構築
に努めた。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究を通して、国内の共同研究基盤である「日本マグレブ文学研究会」の活動が軌道に乗
り、これを母体として、また「韓国マグレブ文学研究会」と共同し、日韓マグレブ文学研究セ
ミナーや、アルジェリア文学やレバノン文学に関する国際シンポジウムを開催した。その結果、
アルジェリアのメディアに取り上げられたり、海外の研究者から問い合わせや訪問を受けるよ
うにもなった。主要なものを以下に列挙したように、個別の論文・講演は相当の数に及んでい
るが、特筆すべきは、水声社からマグレブ文学の翻訳コレクション「エル・アトラス」シリー
ズを立ち上げ、小説作品の翻訳を通して、研究成果を一般読書人に直接提供する体制を整えた
ことにあるだろう（その他、彩流社・白水社からも翻訳刊行有り）。 
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